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広　報　栄　養　な　が　の 第22号　2022年12月12日

　令和 4年もコロナ災害と世界情
勢不安の混乱に翻弄されながら終
わりを迎えようとしております。
会員の皆様におかれましてはどん
な一年だったでしょうか？

　先ずは、記録的な価格高騰やエネルギー問題が食の現
場を直撃して、会員の皆様が大変なご苦労をされながら
それぞれの業務を遂行されていることに心より感謝と敬
意を表します。
　さて、長野県栄養士会の活動は 6月から新役員の体制
になりましたが、皆様のご協力を得て滞りなく粛々と計
画を推進することが出来ております。ひとえに会員の皆
様方のお力添えのお陰と、心よりお礼を申し上げます。
　年明けには、県民の健康増進等に資する来年度の様々
な計画を支部長・職域事業部長さんから提出していただ
きます。
　2025年の地域包括ケアシステム稼働に向けての施策や、
長野県の第 4次食育推進計画の施行など保健・医療・介
護・福祉・教育分野での取り組みが一層求められてきます。
　各職域において研修会などで研鑽を積んでいただき、
『栄養ケア・ステーション事業』では支部ごとに各職域の

　長野県栄養士会の皆様には
チーム医療の一員として医療現
場はもとより、介護福祉現場や
地域での活動等でご一緒させて
いただいておりますこと心より

感謝申し上げます。
　国民の多くが「衣食住」を生活するための基礎として
認識しています。その中でも食は生きるために欠かすこ
とができず、健康づくりのための基本となるものです。
この食に携わる栄養士会の皆様の活動は多くの皆様から
期待されているところであり、その活動に心から敬意を
表したいと存じます。
　私たち看護職は医療現場で活動することが多く、病気
療養の時期での関わりを主として考えがちです。しかし、
人の一生を考えたとき病気療養の時期はほんの一瞬に過
ぎないことを認識して、生まれてから亡くなるまでの長
い一生を丸ごと体の健康や心の健康を考えて寄り添って

英知を集合させ、支部独自の『まちかど栄養相談室』や『糖
尿病公開講座』『フレイル予防事業』などの健康普及活動
や、『郷土食を継承する』『地産地消の取り組み』などの食
育活動で、皆様の専門的な知識を住民の方のために発揮
してほしいと願っています。
　また、気候変動によって、常に自然災害の危険性が隣
り合わせの状況になっていますので、『日本栄養士会災害
支援チーム長野（JDA-DAT長野）の活動』にも支部の
皆様の連携が求められます。
　コロナ禍で、県単位での活動がむずかしい中、支部単
位の取り組みや交流で長野県栄養士会を盛り上げていた
だけると有難いと思っています。
　そして、栄養ケア・ステーション事業およびJDA-DAT
長野の活動におきましては、活動を支えていただくため
により多くの仲間が必要です。皆様のお近くに、まだ未
会員の管理栄養士・栄養士の方がおられましたら、お声
がけいただき、仲間を増やして、長野県栄養士会の活動
をさらに発展させていただけますように、どうぞご協力
をお願い申し上げます。
　末筆ではございますが、皆様が健康で良いお年を迎え
られますことをお祈りしております。

いけることが重要だと考えています。これからさらなる
超高齢化社会になったときに、若い時に蓄えた体力を維
持増進して健康寿命を延ばしていくことがより求められ
ます。また、高齢者ばかりでなく若者が食の大切さを考
えて健康に成長することは将来の健康長寿、健康な社会
づくりにつながります。さらに、経済的影響で食事とい
う場を持てず栄養が摂れない人々が生まれない社会にす
るための活動も今後の大きな役割となると考えます。あ
らゆる場にいる私たちを必要とする人々に対して健康に
生き抜いてもらうために看護職が何らかの活動ができれ
ばと考えます。
　この食というキーワードを通して長野県行政とともに
皆様と連携して、ともに学び、住民の皆様に貢献できる
ように活動させていただきたいと思います。
　最後になりましたが、栄養士会の皆様の今後ますます
のご活躍とご健勝を心からお祈り申し上げます。

会長ごあいさつ
公益社団法人長野県栄養士会　会長　馬島　園子

食を通して人々の健康のために
公益社団法人長野県看護協会　会長　松本　あつ子
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TEL.026-235-2308　ホームページ https://www.nagano-eiyou.com
FAX.026-235-0632　メールアドレス eiyou-na@beach.ocn.ne.jp

広　　報

（公社）長野県栄養士会
長野市大字南長野字南県町685-2
長野県食糧会館内
発行日／令和４年12月12日
責任者／馬島　園子

22号 �©�è

���å



2

広　報　栄　養　な　が　の第22号　2022年12月12日

　10月22日（土）長野県栄養改善
学会学術講演会で国立国際医療研
究センターリハビリテーション科
診療科長の藤谷順子先生の講演を
お聞きしました。 2時間の講演で、
栄養士・管理栄養士に嚥下調整食
学会分類2021の活用方法、嚥下食
が必要な方への具体的な支援の方

法を、患者やその家族の気持ちを大切にする姿勢で、具体的
に解り易く、丁寧にご講演いただきました。
　摂食嚥下リハビリテーションとは、嚥下を練習する最も確
実な方法として実際に食べ物を嚥下すること。嚥下調整食は
嚥下の訓練をして普通の食事を食べられるようになるための
食事であること。そして、普通の食事を食べるために、嚥下
を続けながら、口腔ケア、機能訓練（口腔体操）も併せてリ
ハビリをしていくこと。嚥下調整食は単に嚥下するだけでな
く、噛むことで、食感、味、匂いが食欲やモチベーションに
つながる大事な要素であること。等々、多くの基本的なこと
を教えていただき、知識、意識、配慮が欠けていることを痛

感いたしました。
　私の勤務する高齢者施設では、嚥下調整食は誤嚥性肺炎を
予防する食事、嚥下調整食を食べていても、誤嚥性肺炎で再
入院してしまう利用者さんがいます。肺炎になるとADL（日常
生活動作）低下は著しく、食上げ（段階的摂取訓練）できる人
は少ない状況です。それでも禁止や守りの介護でなく、改善を
目指すこと、多職種チームで、知識を深めて、利用者のQOL
向上のために努めていくことと目標を再認識いたしました。
　高齢者施設では嚥下調整食を食べる前からの関わりがある
ので、食べ続けることができる機能維持の取り組みをしてい
くこともできます。利用者さんとその家族のQOLの向上、
介護負担軽減、共に食べる、生活に楽しみが持てるような食
事・外食など前向き
な後押しができる支
援に努めていきたい
と思います。
　貴重なご講演をい
ただきありがとうご
ざいました。

⃝講演をお聞きして 北信支部　但馬　裕子

第 45回長野県栄養改善学会
国立国際医療研究センター
リハビリテーション科

診療科長
藤谷　順子  先生

「嚥下調整食学会分類2021
� 改定のポイントと臨床活用」

受賞おめでとうございます
栄養指導業務功労者　松　木　裕　子（諏訪市）

栄養関係
功労者 厚生労働大臣表彰

1　安全な食事を提供するために　～飲水のトロミ調査～�
� 加賀見　裕子（諏訪中央病院）　　　　　　　　　　　
2　自宅退院へ向けた嚥下調整食指導後に胃瘻造設となった症例について�
� 中島　康一（北信総合病院）　　　　　　　　　　　　
3　外来化学療法中のがん患者に対する栄養指導の実施状況�
� 小池　泰子（長野市民病院）　　　　　　　　　　　　
4　嚥下調整食喫食者の食べる意欲を引き出し食事の満足感を高める食支援�
� 横島　望（柴やすらぎの園）　　　　　　　　　　　　

⃝研究発表演題

臨床栄養

5　ポピュレーションアプローチからみえてきたこと　佐久支部の取り組みの報告�
� 飯島　美弥子（佐久支部）　　　　　　　　　　　　　
6　健康増進事業企画のための実態把握　～松本地域給食施設の食塩相当量の分布～�
� 竹内　祐利香（長野県松本保健福祉事務所）　　　　　
7　学校給食における適塩への取り組み　～飯田下伊那地域からの成果と実践報告～�
� 渡部　直美（飯田下伊那栄養教諭・学校栄養職員部会）

8　令和3年介護報酬改定に伴う栄養強化加算取り組みの報告　～管理栄養士の行動変容について～�
� 遠藤　久美子（社会法人敬老園　しものごう敬老園）　
9　コロナ禍での臨地実習の代替的取組みにおける学生の満足度と自己評価　第2報�
　   ～病院実習10日と学内実習10日の比較～� 石澤　美代子（松本大学人間健康学部健康栄養学科）　
10　リンゴアレルゲンコンポーネントMal d1の定量と経口負荷試験による低アレルゲン性品種の選抜�
� 沖嶋　直子（松本大学人間健康学部健康栄養学科）　　

公衆栄養

管理栄養士
と食品成分
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　この度は、奨励賞を受賞するにあたり、馬島会長をはじ
め選考に関わられた役員の皆様に深謝いたします。受賞当
日になって松本大学 1期生の二木さんとのダブル受賞であ
ることもわかり、喜びが倍増しました。
　この研究は、私のもとで卒業研究を行っていた 1名の学
生が、「松本大学を会場として行われたものづくりフェア
において、地域健康ステーションが中心となって実施する
パッククッキングのお手伝いをしてみたい。」と言ったの
が発端でした。パッククッキング？それ何？と興味がわき、
事前講習に私もお邪魔し体験したところ、これって人に
よって除去する食材が違う食物アレルギー患者さんの災害
対応に使えるのでは？と思い至りました。
　そこで、卒業研究生に特定原材料を除去したパッククッ
キングレシピを考案してもらい、それを大学の調理実習室
で特定原材料を除去しないパックと同時に湯せんし、調理
物や湯せんに使った湯に特定原材料が混入するか否かを分
析しました。湯せんの湯からは特定原材料が検出されず、
湯せんにおける特定原材料の混入の可能性は極めて低いこ
とを明らかにしました。学生たちには多くのレシピを考案

してもらい、実際に調理することでレシピ考案や調理が支
障なく行えることも明確となりました。今後はレシピ集の
発行や、調理教室、大学祭の研究展示などを通して周知に
努めていきたいと考えています。
　パッククッキングは栄養士会会員や役員の皆様とのご縁
もつないでくれました。この研究を通してJDA-DAT長野
リーダー研修に行くことになり、会員や役員の皆様と親し
くなれました。このように、パッククッキングは、私にとっ
て大事な研究テーマとなりました。これからも大事に育て
ていきたいと思います。

「食物アレルギー患者の災害支援として、
� パッククッキングは有効である」

松本大学人間健康学部健康栄養学科⃝沖嶋　直子

第44回長野県栄養改善学会

奨励賞 受賞おめでとうございます

　この度は、第44回長野県栄養改善学会で「奨励賞」を受
賞することができ、大変嬉しく光栄に思います。普段行っ
ています業務について評価いただけました事は、大変励み
になりました。ありがとうございました。
　昨年の学会で、「松本市の管理栄養士が進める災害に備
えた日頃の取り組み」について報告をさせていただきまし
た。近年、長野県を含む全国各地で自然災害が頻発してお
り、松本市においても今後、糸魚川―静岡構造線断層帯や
境峠・神谷断層帯による地震で甚大な被害が想定されてい
ます。その中で、行政栄養士として、フェイズに応じた市
民の栄養・食生活支援を迅速に進められる様に、防災マニュ
アルの確認、地域住民に向けた啓発活動に取り組んできま
した。
　地域住民に向けた啓発活動では、家庭での備蓄や避難所
での過ごし方、パッククッキングの紹介について、食生活
改善推進員（地域の食のボランティア）や、健康づくり推

進員（健康づくりに関する活動を行う地域住民の代表）と
協力しながら取り組みました。この活動を通して、平時か
ら災害への意識を高め、学んだ知識を自助に役立ててもら
うと共に、ボランティア団体等と地域住民が一緒に学ぶ機
会の場を設けることで共助を生むこともねらいの一つとし
て行いました。また、パッククッキングを広く周知するた
めに、作り方動画を食生活改善推進協議会と協力して作成
し、松本市公式YouTubeチャンネルで配信をしました。
　「もしもの為のいつも、災害に備えた準備を平時から」
と思い、所属課管理栄養士を中心に出来ることから取り組
んできました。活動の中で、日々、健康について地域住民
の先頭に立って活動している団体同士や住民との繋がりが
災害時においても地域の自助・共助を高める上で重要にな
ることを改めて感じました。

松本市の管理栄養士が進める
� 災害に備えた日頃の取り組み

松本市保健所　食品・生活衛生課⃝二木　晴久
（前：松本市役所松本市保健所健康づくり課）
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災害支援体制の強化と構築に向けて

　発災時、行政栄養士はJDA-DATに派遣要請を行い、支
援をお願いする立場となりますが、同時に自治体職員の一
人として、災害対策本部立ち上げ等の業務が最優先されま
す。そのような中で、被災状況を把握しながら県庁健康増
進課へDAT派遣要請を行うにはどうしたらよいかといっ
たことも考えながらシミュレーションに参加しました。
　今年度の公衆衛生事業部研修会でお聞きした講演「災害
時の行政における公衆衛生活動」では、「様々な支援チー

　JDA-DATに支援要請を依頼する判断・タイミング、支
援に来てもらった時の役割分担等について、グループワー
クで意見交換をしました。
　支援要請の判断・タイミングは、行政栄養士はフェーズ
0～ 2 の間は、食・栄養支援につけないことが想定され、
複数配置の市町村が少ないため、避難所が設置されるよう
な災害が起きたら迷わず要請を出そうという意見でまとま
りました。
　支援に来てもらった時は、個別への関わりを中心に行っ

　研修では、実際に大規模な発災を想定して災害対策本部
（県事務局）と現地対策本部（支部）への情報伝達の流れを
シミュレーションし、それぞれの場面で想定される課題や解
決のためのアイディアなどをグループワークで出し合いまし
た。グループワークでは当支部の課題が明らかになりました。
　会員の安否確認や情報伝達は難しい現状ですが、すでに
LINEアプリなどWEBを有効に活用している支部があるよ
うですので当支部でも検討を進めたいと思います。
　また食支援活動にはできるだけ迅速な情報収集と状況に
応じ的確な判断と対応が求められることが再確認できまし

� JDA-DAT長野リーダー・スタッフ研修でのグループワークの詳細内容は、長野県栄養士会HPに掲載しています。

～研修の学びを、それぞれの立場から今後に生かす～

ムが有効に活用されるには行政のマネジメント機能が重要
であり、そのためにも受入体制を平時から整備しておくこ
とが不可欠」と学びましたが、多くの保健所、市町村にお
いてはこれから受入体制を整えていく段階かと思います。
今回の研修で、支部やリーダー・スタッフ、市町村、保健
所‥の様々な立場の会員と、発災時それぞれの状況を想定
し意見交換を行うことができ、今後の取組を考える上で、
非常に有意義な時間となりました。

てもらいますが、個別支援をお願いする中で、地域の現状
把握、食に関する要配慮者の把握、住民への災害時の備え
の啓発等、平時にできることがいくつもあることにも気づ
きました。
　市町村の栄養士は受入れ側となります。受入れ側の都合
でDATに要請が出せなかったり、活動ができないことを
避けるため、行政栄養士として働くみんなが、栄養士会へ
の入会や、スタッフ・リーダー研修受講の必要性を改めて
感じました。

たが、広域で大規模災害の場合それらに対応するには人員
が足りないことも課題に上がりました。そのためには多く
の会員にJDA-DATのメンバーになるよう働きかけたり、
栄養士単独でなく災害支援を行う多職種と連携し要支援者
を見つけた場合に支援要請してもらえるような仕組みや
JDA-DAT自体の認知度を向上させることも必要だという
意見も出されました。今年度中信支部では災害時の炊き出
し用レシピの作成やパッククッキング普及活動をしていま
す。今後も災害関連の活動をさらに充実させながらメン
バー相互のコミュニケーションも図っていきたいと思います。

JDA-DAT長野リーダー・スタッフ研修会のねらいと研修内容
� JDA-DAT長野担当理事・副会長　花岡佐喜子

　本年度のJDA-DAT長野リーダー・スタッフ研修会は11月
12日（土）、支部のサテライト会場と長野本部を結び、支
部長、副支部長、リーダー・スタッフと行政管理栄養士を
対象として開催しました。
　災害時に県民の栄養・食生活を速やかに支援できる体制
を強化、構築するためには行政管理栄養士の立場や役割を
理解して情報共有、連携できるようになることが重要であ
ると考え、行政管理栄養士も対象として実施しました。
　研修内容として、「JDA-DATに関する日本栄養士会の
動向」を花岡から報告、「平時に食から災害に備える」と
題して、パッククッキングを広めるときの視点と実践例を
飯田女子短期大学の髙木一代准教授からの講演、そして「管

内で発災したら…避難所支援までを考える」シミュレー
ションを支部と本部を結んで実施しました。シミュレー
ションでは、支部内で大規模豪雨災害発生からフェーズ 2
（応急対策期：4日目から 1～ 2週間）までを想定し、途中、
テーマに沿って
グループワーク
を行い、状況に
あわせた行動や
情報共有の仕方
などを確認しな
がら進めました。

　行政の取り組み� 公衆衛生事業部長　矢﨑　真樹子（伊那保健福祉事務所）

　市町村の取り組み� 朝日村役場　宗田　桂子

　支部の取り組み� 中信支部長　飯澤　裕美
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　ピン・ピン・コロリという言葉を知っていますか？
　健康のまま天寿を全うするという意味のピン・ピン・コロ
リにあやかり名付けられた「ぴんころ運動推進事業」は、佐
久市民の生活習慣病の予防や健康増進を目的とした事業で
す。その内容は、皆で体を動かす「ピン・ピン講座」、出前
講座やイベント出展などの総称である「ぴんころステーショ
ン」、佐久市の健康長寿食「ぴんころ食」の普及、食育の推
進といった 4つの柱から成り立っており、年間を通して様々
な事業を展開しています。
　今年度実施している「ぴんぴんキラリ☆こども料理コンテ
スト」は、子ども達の食の乱れやコロナ禍での体力低下など
の課題から、子どもやその周りの大人に、自分達の食につい
て見直してもらうきっかけづくりとして企画しました。また、
今年度より佐久市は、（株）明治他 3社がたんぱく質摂取の
価値啓発を目的に発足させた「めざせ 1日80g ！たんぱく摂

ろう会」と連携して食育に関する取り組みを行うこととなり、
審査と副賞の面でご協力いただけることとなりました。
　今回のコンテストの対象は市内の小学生～高校生とし、成
長期に大切なたんぱく質がしっかり摂れる「主菜」にあたる
料理であること、減塩に配慮していること、普及性の観点か
ら簡単に作れる料理といったポイントを募集要項としまし
た。夏休み期間に取り組んでもらえるよう募集したところ、
全 7作品の応募がありました。どの作品も、個性の光る素敵
なレシピでした。その後、9月21日に 1次審査（書類選考）を、
11月 9 日に 2次審査（試食選考）を行い、最優秀賞、優秀賞、
入賞、アイデア賞の受賞 4作品を決定しました。
　結果については市HP上で公表し、 3月の「佐久市民の日」
イベントに合わせ表彰式を行う予定です。また、受賞作品の
一部は学校給食への登用も予定しています。

佐久市役所健康づくり推進課　木内　春奈

中川村片桐保育園　宮下　夕梨花

　私は、昨年の 4月より保育所の栄養士として働いて
います。午前中は給食の調理を行い、午後からは栄養
士の事務仕事にあたっています。昨年は 1年目で、何
も分からない中で手探りの状態で進めてきました。 2
年目となり、昨年はできなかったこと・反省点を踏ま
えて子どもたちの発育に合った給食を作るように心が
けています。
　各クラスへ給食の様子を見に行くと、子どもたちが
たくさん話しかけてくれます。子どもたちとの会話や
食事をする姿から、日々の給食作りの参考にしていま
す。噛むことを苦手とする子・好き嫌いの多い子など
様々ですが、子どもたちは食を通じていろいろな経験
を積んでいます。 4月からの様子を見ていて感じるの
は、苦手なものもひとくち挑戦するなど、少しずつ成
長している子が多いということです。子どもってすご
い！と感じると共に、その成長を近くで見守ることが
できることにやりがいを感じます。これからも、食育
を通じて子どもたちとの関わりを大切に、安全で美味
しい給食を作っていきたいです。

鹿教湯病院　栄養科　藤原　淳太

　病院の管理栄養士として入職し、もうすぐ 2年が経
とうとしています。大学生の時、病院での実習でやり
がいを感じ、この道を選びました。病院管理栄養士と
しての業務は多岐に渡りますが、直営で給食運営をし
ている施設として「病棟」での業務と「厨房」での業
務の大きく二つに分かれています。
　病棟では、栄養管理が必要な患者さんの食事摂取状
況などから他職種と連携し、食事内容を検討します。
また、入退院される方への栄養指導も行います。厨房
では、主に食事制限が必要な患者さんや食物アレル
ギー等により通常の献立を食べることができない方の
特別食をつくっています。入職して 1年目は厨房での
業務に多く携わってきましたが、 2年目となり、徐々
に病棟へ出る機会も増えてきました。実際につくった
食事を喫食されている様子を見て、より美味しくつく
ろうという気持ちも強くなり、仕事に対するモチベー
ションも上がってきました。
　まだまだ覚えることが沢山あり先輩方に支えられて
ばかりですが、新人らしいフレッシュさと素直さを忘
れずに精進していきます。

明日へはばたく新人さん

ぴんぴんキラリ☆
こども料理コンテスト
（ぴんころ運動推進事業）を実施しました

◀佐久市の健康長寿キャラクター
　：健康ピンコロマン

◀�最優秀賞作品「こおり
どうふのトマトマーボ」

（二次審査の調理は食改
さんに依頼しました）

◀

市HPのQRコード
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全国の学校給食にも続々と導入！
人にも地球にもやさしく、おいしい「金芽米」

全国の学校給食にも続々と導入！
人にも地球にもやさしく、おいしい「金芽米」

金芽米（きんめまい）は、独自の精米技術で、胚芽
の舌触りの良くない部分を除いた胚芽の基底部
「金芽（きんめ）」と、お米の栄養と旨み成分が含
まれる「亜糊粉層（あこふんそう）」を残した、
とても美味しい無洗米です。

※金芽は全てのお米についているわけ
　ではありません。

胚芽の舌触りの良くない部分を
除き、基底部だけを残しました。

ヌカ層とデンプン層の境い目に
ある層で栄養と旨み成分が
含まれています。

金芽（胚芽の基底部）

亜糊粉層（うまみ層）

イラストはイメージです。
実際の亜糊粉層の色は白米と同じ色です。

金芽米

玄米の栄養が残っている

普通白米よりおいしい2

4循環型農業を実現

無洗米
工場

お米

田んぼ

金芽米
米の精

野菜・果物

無洗米だから、水環境にやさしい1

3

甘味

旨味

敏感な人なら
0.1の差異で
味覚の違いを
感じます。

※1 AISSY株式会社が開発した人間の舌の感覚を再現し、おいしさを
　　数値化する測定器。

同じ原料玄米を用いたおいしさの比較
（AISSY の味覚センサーで測定）※1

※2

普通白米

金芽米

普通白米

金芽米2.28
2.14

2.56

2.87

和歌山本社 :〒640-8341 和 歌 山 市 黒 田 1 2 TEL.073-471-3011
銀 座 本 社 :〒104-0061 東京都中央区銀座 5-10-13 TEL.03-3572-7550

学校給食に選ばれる４つの理由

※2  100g当たりの含有栄養成分。白米は、金芽米と同じ原料米を従来の
精米方法で精米し、手洗いしたもの。オリゴ糖類含有量は日本認証サービ
ス（株）調べ。その他の栄養価は一般財団法人食品環境検査協会調べ。

LPS

オリゴ糖類 食物繊維

ビタミンB1

ビタミンB6

ナイアシン

葉酸

カリウム

金芽米

白米

お米のとぎ汁は栄養が豊富なため、下水に流す
と海や川を汚す原因となります。金芽米はとぎ
汁を一切出さないので、河川の水質汚染防止に
貢献します。

金芽米の製造工程で出た、とぎ汁の基の「肌ヌ
カ」は、有機質資材「米の精」として田畑の肥
料などに再活用され、循環型農業に役立てられ
ています。

株式会社日本医療企画

日本医療企画は、「栄養・医療・介護」に関する雑誌、
単行本制作、情報誌等の編集制作を行っている出版社
です。月刊誌『ヘルスケア・レストラン』では病院・福
祉施設などの栄養管理や栄養ケアの向上に役立つ 1 冊
として保健・医療・福祉分野の最新情報を掲載。食事
で病気を予防し、治療効果をあげることの必要性が認
識されてきている現在、それらに対応できる管理栄養士
をめざす読者をサポートする情報を多く紹介しています。

ご注文は
こちら

〒104-0032  東京都中央区八丁堀3-20-5  S-GATE八丁堀 7・8・9F  Tel.03-3553-2861（代）  Fax.03-3553-2886

定価：2,200円（本体価格2,000円＋税10%）

“
”

医療・介護現場の
栄養士・管理栄養士から
ご支持いただいています!

特別
付録
現場で役立つ

アセスメントツール
BOOK（2023年版）

栄養士“栄養士“ Diary2023
”

Diary2023
”食事摂取基準や臨床データなど、

業務をサポートするコンテンツが盛りだくさん！
充実の書き込みスペースでスケジュール管理に役立ち、
病棟業務や栄養管理に最適！
監修：『ヘルスケア・レストラン」企画委員会　ISBN：978-4-86729-168-9 C3047

賛助会員による情報提供

【長野県栄養士会年会費　便利なクレジット払いへの変更手順】

日本栄養士会ホームページ→画面右上の  マイページ  か  ログイン  →
会員番号・パスワード入力→年会費：支払方法の変更→
クレジットカード決済を選択→カード情報の入力

※会員番号・パスワード等、ご不明な点は長野県栄養士会事務局までお問合せください。

お知らせ
【今後の研修会日程】

● 2 /11（土）	 令和 4年度福祉事業部研修会
　詳細については、ホームぺージでご確認ください。

2 /11は、久しぶりに参集型の研修会です。
低栄養の見分け方、病態等の内容で、講義と
演習になります。「診る力」を高めましょう。


